
遍照寺
へんじょうじ

  真岡市中２４０２ 

 

１３３８年の室町
むろまち

時代
じ だ い

の初め頃、中興
ちゅうこう

※1 されました。室町
むろまち

幕府
ば く ふ

を開いた足利氏との関

わりも深く、由緒
ゆいしょ

あるお寺です。 

また、寺の敷地
し き ち

は、中村城の跡
あと

にもなっています。 

 

大日如来
だいにちにょらい

坐像
ざ ぞ う

 

遍照寺の本尊
ほんぞん

（最も大切にしている仏像）で

す。南北朝時代の 1346 年につくられまし

た。 

 

 

 

 

中村
なかむら

城跡
じょうあと

 

南北約１８２ｍ、東西約１９１ｍの大きさ

があります。写真からは、周囲に堀
ほり

がめぐら

されている様子がよく分かります。 

中村城は中村
なかむら

朝宗
ともむね

が鎌倉
かまくら

時代
じ だ い

に築
きず

いてか

ら、代々
だいだい

中村氏の居城
きょじょう

でした。中村氏一族
いちぞく

は、

源 頼 朝
みなもとのよりとも

といっしょに東北地方に戦いに行き、そこでの活躍
かつやく

もあり、東北地方に伊達郡
だ て ぐ ん

を

あたえられ、伊達氏の祖
そ

となったと伝えられています。 

（撮影 上野訓宏） 

（撮影 上野訓宏） 

※1 中興：一度衰
おとろ

えていた状態
じょうたい

の

ものを、再
ふたた

び栄
さか

えさせる

こと。 


